
解 答
イ ウ ウ ウ ア〔１〕 ① ② ③ ④ ⑤

水素 ２５ ア，ウ〔２〕 問１ 問２ 問３ 問４易 ５０易

１，２，３ １，２，３ ２，５，７〔３〕 問１ Ａ君 Ｂ君 Ｃ君

３，６，８ 11，12，13 10，12，14Ｄ君 Ｅ君 Ｆ君

× × ○問２ Ａ君 Ｂ君 Ｃ君

○ ○ ×Ｄ君 Ｅ君 Ｆ君

イ イ エ イ〔４〕 問１ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

ウ問２

ウ〔５〕 問１

ウ問２

ア，イ問３

ア問４

エ問５

ヘビトンボの幼虫に食べられてしまったから。問６

０.５℃〔６〕 問１

２５℃問２

３５℃問３

ウ問４

エ問５

ウ問６

解 説
⑤ 真冬日とは，日最高気温が０℃未満の日をいいます。他には，日最低気温が０℃未満の冬日，日最高気温が〔１〕

２５℃以上の夏日，日最高気温が３０℃以上の真夏日，日最高気温が３５℃以上の猛暑日があります。熱帯夜

は夜間の最低気温が２５℃以上のことをいいます。

グラフから，スチールウール１個をすべてとかすのに必要な塩酸は２５ （５０× ）とわかります。〔２〕問２ 易
４０
２０

塩酸２５ を２倍に薄めているので，スチールウール１個をすべてとかすには５０ （２５×２）必要で問３ 易 易

す。

塩酸５０ がとかすことのできるスチールウールは２個（５０÷２５）です。したがって，手順１のあと問４ 易

さらにスチールウールを１個加えると，スチールウールはとけ，気体が発生します。

図１・図２の回路で，方位磁針の上の導線に流れる電流を１とすると，図３の回路の方位磁針Ａの上を流〔４〕問２

れる電流は１，方位磁針Ｂの上を流れる電流は２，方位磁針Ｃの上を流れる電流は１，方位磁針Ｄの下を流れ

る電流は２です。導線に流れる電流が大きいほど，方位磁針のふれる角度は大きくなりますが，電流の大きさ

が２倍，３倍になってもふれの角度は２倍，３倍にはなりません。

標高１０００ｍから３０００ｍの雲が発生しているしめった空気のかたまりでは，２０００ｍ〔６〕問１～３

（３０００－１０００）で気温が１０℃（１５－５）低下しています。したがって，気温は１００ｍで０.５

℃（１０÷ ）下がっています。学君の家と山のふもとの温度差は５℃（５００÷１００÷１）なので，
１００

２０００

②にあてはまる気温は２５℃（５＋２０）です。また，山の頂上から日本海側はかわいた空気なので，頂上よ

りも気温が３０℃（３０００÷１００÷１）高いと考えられるので，３５℃（５＋３０）です。

問１～３から，太平洋側では標高０～１０００ｍの間は標高が１００ｍ増すごとに０.５℃ずつ気温が下問５

がり，標高１０００～３０００ｍの間は標高が１００ｍ増すごとに１℃ずつ気温が下がります。日本海側では

標高３０００ｍの頂上から０ｍまで標高が１００ｍ減るごとに１℃ずつ気温が上がります。これらの標高と気

温との関係を表しているグラフはエです。
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